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■は休館日です。
　※３日（金）、２３日（木）は祝日開館日です。
　※３０日（木）は月末整理日のため休館し
　　　ます。

◆開館時間のお知らせ
　 平日：午前９時～午後８時
           ※閉館時刻を変更する場合があります　　　　　　
　 土曜、日曜、祝日：午前９時～午後５時　

１１月のカレンダー
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行事のお知らせ

萌えの子おはなし会

子ども映画会／映画鑑賞会

◆１１月　４日（土）午後２時から
　　　おはなしする本：「わんぱくだんのバスごっこ」ほか

◆１１月１８日（土）午後２時から
　　　おはなしする本：「風の星」ほか

※　いずれも、場所と入場料は次のとおりです。
◆場所　　   市立図書館１階　黒川子ども文庫
◆入場料　  無料

◆１１月１１日（土）午前１１時から
　　　【上映（予定）作品】
　　　　　「宇宙のひみつがわかるえほん」
　　　　　「どんぐり森へ
　　　　　　　　　　　～ひとりのひとつのたからもの～」
　　　　  　　　　　　　　　　 （２作品：上映時間３９分）

◆１１月１９日（日）午後２時から
　　　【上映（予定）作品】
　　　　　「イーちゃんの白い杖」
　　　　　　　　　（2018年/日本、上映時間１時間４８分）
　　　　　　監督：橋本真理子、語り：春風亭昇太

　　　【内容】小長谷唯織（こながや いおり）さん・イー
　　　ちゃんは、静岡の盲学校で学び、中学からは東京
　　　の盲学校へ。しかし、いじめを経験する。夢も破れ、
　　　何もかも嫌になった。でも、そばにはいつも２歳年
　　　下の弟・息吹がいた。重度の障がいで１人では、　
　　　食事も歩くこともトイレにも行けない、手術を何度
　　　受けても前に進む弟。私たちはなぜ生まれてきた
　　　のか、２０年間の心の記録。　

※　いずれも、場所と入場料は次のとおりです。
◆場所　　   市立図書館２階　視聴覚室
◆入場料　  無料

　 新着ＤＶＤをご紹介します。
　 なお、貸出しは一人２枚までです。

古本市

◆とき　  　１１月　５日（日）午前９時から
◆雨天の場合　　１１月１２日（日）に順延
◆場所　　　　市立図書館正面玄関前（駐輪場付近）

◆配布冊数　１人５冊以内

新着ＤＶＤのご案内

　＜一般向け＞
・蒲田行進曲    ・燃えよドラゴン    ・ベスト・キッド
・酔拳 　・大停電の夜に　 ・すべては君に逢えたから

郷土史講座のご案内
－市立図書館・金島公民館共催事業－

『天明泥流はどう流れたのか』
　　　－ 渋川市域を中心に－　　 

は行事開催日です。

◆１１月１８日（土）午後１時３０分から

　　　　　　　　　　　　　　　（午後１時受付開始）

◆場所　金島ふれあいセンター　ホール
◆定員　１００人
◆講師　関　俊明さん
　　　　　　（嬬恋郷土資料館　館長）
　　　　絵図解説：唐澤　保之さん（渋川市在住）

◆参加料　無料
◆申込み先　金島公民館（ＴＥＬ：２２－０２４１）

おすすめの一般書

おすすめの児童書

◆「不便なコンビニ」　
　　　　　　　　　　　　　　　　キム　ホヨン（小学館）
   １６カ国で刊行、舞台化され映像化も進行中。２０
２２年韓国最大のベストセラーにしてＫヒーリング小
説の傑作、ついに上陸！
　ソウルの片隅でひっそりと息づく不便なコンビニ「Ａ
ＬＷＡＹＳ」。記憶を失ったホームレスの店員とそこに
集う人々の、笑いと涙の物語。
　不便なコンビニのはずなのに、ここの人々には、な
くてはならないコンビニ。私たちの近くにもこんなコン
ビニがあったらいいですね。店長のやさしさとホーム
レスの定員さんに心癒やされます。   　
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◆「ニットやさんのムームー｣
タカハシカオリ/作　（こぐま社）

　ムームーさんは、旅するニッ
ト屋さん。いろんな場所で、み
んなのリクエストに応じて、す
てきなニットをつくってくれます。

　秋になって訪れた町で、ムー
ムーさんは、病気で飛べなく
なってしまった渡り鳥たちのた
めに、お手伝いすることになり
ましたが･･･。

　ホッと心があたたまるような、
静かでやさしい物語です。

◆「ぼくたちは
　　　まだ出逢っていない」

 八束澄子/作　（ポプラ社）　 
　いじめに悩む中３の陸と、
自分には居場所がないと感
じる中２の美雨。

　それぞれに自分のアイデン
ティティを探すなかで辿り着く、
「漆」がつないだ「ぼくたち」の
出逢い。

　京都を舞台に、伝統技法
「金継ぎ」に彩られた、出逢
いと修復の物語です。

◆「ブラックバースディ」　
　　　　　　　　　　　　　　　麻加　朋（光文社）　 
  すべての始まりは誕生日だった。　「みんなで家族
になりましょう」
　新生児取り違えによって始まった、奇妙なシェア家
族。悲劇を乗り越えたはずだったが、少しずつ日常
は歪み出していた。
　どことなく、なんとなく。隣人家族は何かを取り繕っ
ているような気がして、目が離せなかった・・・。
　原因は、予期せぬ殺人事件と、その驚くべき顛末
にあった。彼らが平穏を取り戻すことは、不可能なよ
うに思えた。
　最後まで気持ちが振り回され、
その結末に言葉もでない・・・驚きです。

絵本を赤ちゃんへ

　 市立図書館では、赤ちゃんの頃から本に親しん
で欲しい、読み聞かせを通して赤ちゃんと保護者が
触れ合い、楽しいひとときを過ごしてもらいたい、そ
んな願いを込めて、６か月児健康相談時に絵本の
読み聞かせと絵本のプレゼントを行っています
（ブックスタート事業）。

１２月からの配布絵本

１２月からプレゼントする絵本は、次の２冊です。

　　・「ごぶごぶ　ごぼごぼ」
　　　　　　駒形克己／作、福音館書店／刊

　　・「あっぷっぷ」
　　　　　　中川ひろたか／文、村上康成／絵
　　　　　　ひかりのくに／刊

２０２３年度上半期ベストリーダ

　４月から９月までのベストリーダをご紹介します。
　気になる作品は、ぜひ、読んでみてください。　
　なお、貸出し中の資料は、予約することができま
す。お気軽にカウンターまでお問合せください。


